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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第35期中 第36期中 第37期中 第35期 第36期

会計期間

自　2020年
３月21日

至　2020年
９月20日

自　2021年
３月21日

至　2021年
９月20日

自　2022年
３月21日

至　2022年
９月20日

自　2020年
３月21日

至　2021年
３月20日

自　2021年
３月21日

至　2022年
３月20日

売上高 （千円） 183,628 225,371 238,869 371,010 415,091

経常利益又は経常損失

（△）
（千円） △6,268 18,013 21,467 △8,373 9,826

中間（当期）純利益又は中

間（当期）純損失（△）
（千円） △8,049 16,187 20,278 △11,451 7,332

持分法を適用した場合の投

資利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 （株）      

普通株式  11,610 11,610 11,610 11,610 11,610

優先株式  2,712 2,712 2,712 2,712 2,712

純資産額 （千円） 1,372,523 1,385,039 1,396,192 1,369,122 1,376,184

総資産額 （千円） 1,580,959 1,588,869 1,593,686 1,548,450 1,555,317

１株当たり純資産額 （円） △679,429.46 △678,351.46 △677,390.86 △679,722.43 △679,114.19

１株当たり中間（当期）純

利益又は１株当たり中間

（当期）純損失（△）

（円） △704.99 1,382.62 1,734.98 △1,009.61 608.24

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円）      

普通株式  － － － － －

優先株式  － － － 100 100

自己資本比率 （％） 86.8 87.2 87.6 88.4 88.4

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 14,320 49,832 56,756 △514 40,183

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △10,377 △30,607 △48,255 12,837 △22,925

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △5,721 △6,923 △7,200 △15,021 △16,942

現金及び現金同等物の中間

期末（期末）残高
（千円） 8,724 20,105 9,420 7,804 8,119

従業員数
（人）

23 23 22 22 22

［外、平均臨時雇用者数］ [19] [20] [20] [19] [22]

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては、記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社京ヶ野ゴルフ倶楽部(E04708)

半期報告書

 2/32



２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

2022年９月20日現在
 

従業員数（人） 22(20)

（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、中間会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。

(2）労働組合の状況

　該当事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

    (1)経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

   当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等若しくは経営上の目標達成状況を判断するた

めの客観的な指標等に重要な変更はありません。

   また、新たに定めた経営方針・経営戦略等若しくは指標等はありません。

    (2)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

   当中間期間において、新型コロナウィルス感染症が長期化しているものの、集客が順調に推移しており、入場者

数については回復傾向となっております。売上高についても緩やかではありますが回復傾向に向かっている状況に

あります。このような状況の中で、当社としてはお客様と従業員の健康と安全の確保を第一にできうる対策を行い

営業をして参ります。

 

 

２【事業等のリスク】

当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

経営成績等の概要

(1）経営成績

新型コロナウイルスの影響によりコンペの予約が伸び悩む中、組単位での予約は回復傾向にあります。来場客数と

いたしましては、新型コロナウイルス感染拡大前の客数を上回っておりますが、客単価は依然として厳しい状況が続

いております。このような中でも当倶楽部におきましては、コースの改修工事、グリーンのメンテナンス等に取り

組むだけでなく、新規顧客の取込、ネット集客、組予約の管理強化にも注力して参りました。

その結果、当中間会計期間の客単価におきましては、9,806円（前年同期9,542円、前年同期比264円増）と増加

しました。来客者数におきましても21,916名（前年同期21,429名、前年同期比487名増）のお客様に来場いただき

ました。売上高におきましては238百万円（前年同期比13百万円、5.9％増）、経常利益におきましても21百万円

（前年同期比3百万円、19.1％増）と、増収増益となりました。

今後におきましても、会員制ゴルフ場の大切なコンセプトとして、「コースメンテナンスの更なる充実」「社員

一人ひとりのホスピタリティの向上」そして「プレイ時に於けるマナーや進行管理の徹底」に注力し、他のゴルフ

場との差別化を図り皆様に満足していただける、ワンランク上のセルフコースを目指し運営して参ります。

 

 

(2）キャッシュ・フロー

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動で得られた資金56百万円

を計上し、宝交通株式会社へ44百万円貸付及び固定資産への投資4百万円により、前中間会計期間末に比べ10百万

円の減少となり、当中間会計期間末には9百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間において営業活動の結果得られた資金は56百万円（前年同期比6百万円増）となりました。これ

は税引前中間純利益を21百万円、減価償却費を11百万円計上したことによるものです。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間において投資活動の結果使用した資金は48百万円（前年同期比17百万円増）となりました。これ

は主に宝交通株式会社へ44百万円の貸付及びコース管理機械取得等の有形固定資産取得による支出を4百万円計上

したことによるものです。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間において財務活動の結果使用した資金は7百万円（前年同期比0百万円増）となりました。これは

主にリース債務の返済による支出6百万円によるものです。
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仕入及び販売の実績

(1）商品の仕入実績

　当中間会計期間の商品仕入実績を品目別に示すと次のとおりであります。

品目別
当中間会計期間

（自　2022年３月21日
至　2022年９月20日）

前年同期比（％）

ゴルフ場事業   

食堂料理飲料資材（千円） 20,406 106.8

売店商品（千円） 6,092 85.5

合計（千円） 26,499 101.0

 

(2）販売実績

　当中間会計期間の販売実績を収入別に示すと次のとおりであります。

収入別
当中間会計期間

（自　2022年３月21日
至　2022年９月20日）

前年同期比（％）

ゴルフ場事業   

プレイ収入（千円） 142,601 104.9

食堂・売店収入（千円） 72,448 105.3

登録料収入（千円） 4,950 102.3

その他収入（千円） 18,870 118.9

合計（千円） 238,869 105.9

　（注）上記金額は、ゴルフ場利用税を含まない実績収入によるものです。
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経営者の視点による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析・検討内容

経営者の視点による当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析・検討内容は、以下のとおり

であります。

なお、文中の将来に関する事項は、半期報告書提出日現在において判断したものであります。

 (1)重要な会計方針及び見積り

　　当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる会計基準に基づき作成されております。この財

務諸表の作成にあたりまして、経営者により、一定の会計基準の範囲内で見積りが行われている部分があり、資

産・負債や収益・費用の数値に反映されております。これらの見積りについては、継続して評価し、必要に応じて

見直しを行っておりますが、見積りは不確実性を伴うため、実際の結果は異なることがあります。

 (2)当中間会計期間の経営成績の分析

 　①売上高

売上高におきましては、来場者数の増加（前年同期比487名、2.2％増）、客単価の増加（前年同期比264円、

2.7％増）により、238百万円（前年同期比13百万円、5.9％増）となりました。

 

　　②経常利益

　経常利益におきましては、コロナによる影響も落ち着き、来場者数、客単価が増加し、21百万円（前年同期比

3百万円、19.1％増）となりました。

　 ③中間純利益

中間純利益におきましては、20百万円（前年同期比4百万円、25.2％増）となりました。

 (3)当中間会計期間末における財政状態の分析

　　 　 ①資産

当中間会計期間末の総資産残高は、前事業年度末と比較して38百万円増加し、1,593百万円となりました。これ

は、親会社への短期貸付金44百万円の増加が主な要因であります。

 ②負債

　当中間会計期間末の総負債残高は、前事業年度末と比較して18百万円増加し、197百万円となりました。これは

年会費の前受金によるその他の流動負債が22百万円増加したことが主な要因であります。

 ③純資産

　　当中間会計期間末の純資産残高は、前事業年度末と比較して20百万円増加し、1,396百万円となりました。これ

は、中間純利益20百万円を計上したことが主な要因であります。

 (4）資本の財源及び資金の流動性に係る情報

　　 キャッシュ・フローの状況につきましては、「経営成績等の概要（2）キャッシュ・フロー」に記載のとおり

であります。

　　　当社の運転資金需要の主なものは、人材の確保、コース維持にかかる人件費、営業継続のための設備維持費及

びシステム維持費、将来の顧客獲得のため又は顧客の利便性や当社サービス向上のための広告宣伝費及びシステ

ム改良費等の営業費用であります。

　　　現時点で予定されている重要な資本的支出はありません。

　　　当社としては、必要に応じて親会社より資金調達する方針としております。なお、当中間会計期間での銀行借

入はありません。

 

４【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

５【研究開発活動】

 特に記載すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間会計期間末において確定している重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000

優先株式 10,000

計 30,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行数（株）

（2022年９月20日）
提出日現在発行数（株）

（2022年12月9日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,610 11,610 非上場 （注）１,２,４

優先株式 2,712 2,712 非上場 （注）１,３,４,５

計 14,322 14,322 － －

　（注）１．当会社の株式の譲渡または取得については、株主または取得者は取締役会の承認を受けなければならない。

２．普通株式の内容

　　完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

３．優先株式の内容

(1）普通株式に優先して、１株につき年100円の剰余金の配当（以下、「優先配当金」という。）を受ける。

(2）優先配当金が支払われた後の残余の利益に対しては、配当を受ける権利を有しない。

(3）優先配当金が、１株につき年100円に達しないときは、その不足額はその後の事業年度についての剰余金

の配当において、普通株式に優先してこれを受け、その不足額は累積するものとする。

(4）優先株式は、議決権を有する。

(5）優先株式の株主は、当会社の残余財産の分配につき、その優先株式１株につき390万円までは、普通株式

の株主に優先して分配（以下、「優先分配」という。）を受ける。

(6）優先株式の株主は、前項の優先分配が行われた後の残余の財産に対しては、分配を受ける権利を有しな

い。

４．当社は単元株制度は採用しておりません。

５．会社法第322条第２項に規定する定款の定めはありません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2022年3月21日～

 2022年9月20日
－ 14,322 － 100,000 － 1,029,200
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（５）【大株主の状況】

 

  2022年9月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

宝交通株式会社 名古屋市熱田区神宮四丁目７番27号 11,300 78.93

宝コミュニティサービス株式会社 名古屋市熱田区神宮四丁目７番27号 874 6.10

宝不動産株式会社 名古屋市熱田区神宮四丁目７番27号 310 2.16

宝エステートサービス株式会社 名古屋市熱田区神宮四丁目７番27号 160 1.11

イセット株式会社 三重県津市桜橋三丁目408番地 15 0.10

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 15 0.10

株式会社キベ 愛知県愛西市森川町百石山壱番割1664番５ 10 0.06

信和株式会社 岐阜県海津市平田町仏師川村中30-７ 9 0.06

株式会社NIMURA 愛知県愛西市森川町堤外112の１番地 9 0.06

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 9 0.06

キリンビール株式会社 東京都中野区中野四丁目10番２号 7 0.04

アイチゴルフサービス株式会社 名古屋市中村区名駅三丁目２１番地４号 7 0.04

株式会社大同ライフサービス 名古屋市南区大同町四丁目７番地 6 0.04

アイホン株式会社 名古屋市中区新栄町一丁目１番 6 0.04

アミカ建設株式会社 名古屋市南区西田町１丁目22 6 0.04

株式会社オータケ 名古屋市中区丸の内二丁目１番８号 6 0.04

エムエスティ保険サービス株式会社 東京都新宿区西新宿一丁目６番１号 6 0.04

大井建設株式会社 名古屋市西区上名古屋三丁目20番２号 6 0.04

株式会社大林組 名古屋市東区東桜一丁目10番19号 6 0.04

岡谷鋼機株式会社 名古屋市中区栄二丁目４番18号 6 0.04

株式会社カネショウ工務 愛知県一宮市大字時之島字吹上23番地の１ 6 0.04

株式会社興和工業所 名古屋市瑞穂区二野町２番28号 6 0.04

株式会社三晃社 名古屋市中区丸の内三丁目20番９号 6 0.04

株式会社新東通信 名古屋市中区丸の内三丁目16番29号 6 0.04

大同マシナリー株式会社 名古屋市南区滝春町９番地 6 0.04

株式会社中京銀行 名古屋市中区栄三丁目33番13号 6 0.04

東海プラントエンジニアリング株式会社 名古屋市南区南陽通り６丁目１番地 6 0.04

株式会社長瀬組 名古屋市西区城西四丁目25番20号 6 0.04

日本国土開発株式会社 東京都港区赤坂四丁目９番９号 6 0.04

丹羽鐵株式会社 名古屋市中川区法華２丁目101番地 6 0.04

株式会社早瀬事務所 名古屋市東区葵一丁目18番32号 6 0.04

株式会社パロマ 名古屋市瑞穂区桃園町６番23号 6 0.04

富士ホイスト工業株式会 愛知県弥富市東末広九丁目16番地の１ 6 0.04

丸太運輸株式会 名古屋市瑞穂区新開町22番20号 6 0.04

吉村製材株式会社 名古屋市中川区山王四丁目２番12号 6 0.04

計 － 12,863 89.85

（注）上記所有株式数のうち、普通株式に係る株式数は、宝交通株式会社11,300株、宝不動産株式会社310株でありま

す。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2022年９月20日現在
 

区分
株式数（株） 議決権の数（個）

内容
普通株式 優先株式 普通株式 優先株式

無議決権株式 － － － － －

議決権制限株式

（自己株式等）
－ － － － －

議決権制限株式

（その他）
－ － － － －

完全議決権株式

（自己株式等）
－

（自己保有株式）

6
－ － 「１(１)②発行済株式

の「内容」の記載を参

照」
完全議決権株式

（その他）
11,610 2,706 11,610 2,706

端株 － － － － －

発行済株式総数 11,610 2,712 － － －

総株主の議決権 － － 11,610 2,706 －

 

②【自己株式等】

2022年９月20日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有割合（％）

（自己保有株式）

株式会社京ヶ野ゴルフ倶

楽部

名古屋市熱田区神宮四

丁目７番27号
6 － 6 0.04

計 － 6 － 6 0.04

 

２【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までの役員の異動は、ありません。
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第５【経理の状況】

１　中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則（1977年大蔵省令第38号）」に

基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2022年３月21日から2022年９月20日

まで）の中間財務諸表について公認会計士大矢知哲也により中間監査を受けております。

３　中間連結財務諸表について

　当社は子会社はありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2022年３月20日)
当中間会計期間
(2022年９月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,119 9,420

売掛金 22,761 24,176

棚卸資産 13,099 14,651

短期貸付金 510,663 554,847

その他 12,565 7,426

貸倒引当金 △3,100 △3,605

流動資産合計 564,108 606,917

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） ※１ 43,170 ※１ 42,537

構築物（純額） ※１ 137,214 ※１ 136,458

コース勘定 196,301 196,301

機械及び装置（純額） ※１ 2,270 ※１ 2,695

車両運搬具（純額） ※１ 172 ※１ 91

工具、器具及び備品（純額） ※１ 4,432 ※１ 4,380

土地 211,823 211,823

リース資産（純額） ※１ 53,323 ※１ 49,368

建設仮勘定 5,652 8,168

有形固定資産合計 654,361 651,825

無形固定資産 38,599 38,555

投資その他の資産   

長期前払費用 47,064 45,444

差入保証金 248,065 248,065

破産更生債権等 304 379

前払年金費用 3,118 2,878

貸倒引当金 △304 △379

投資その他の資産合計 298,248 296,388

固定資産合計 991,208 986,768

資産合計 1,555,317 1,593,686
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(2022年３月20日)
当中間会計期間
(2022年９月20日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 7,475 7,301

リース債務 13,975 14,098

未払法人税等 2,540 1,270

未払消費税等 8,220 6,622

賞与引当金 6,250 6,723

その他 29,639 55,047

流動負債合計 68,100 91,062

固定負債   

リース債務 41,907 37,799

長期未払金 45,709 45,297

繰延税金負債 1,047 966

役員退職慰労引当金 17,567 17,567

その他 4,800 4,800

固定負債合計 111,032 106,431

負債合計 179,133 197,494

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

資本準備金 1,029,200 1,029,200

資本剰余金合計 1,029,200 1,029,200

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 273,329 293,337

利益剰余金合計 273,329 293,337

自己株式 △26,346 △26,346

株主資本合計 1,376,184 1,396,192

純資産合計 1,376,184 1,396,192

負債純資産合計 1,555,317 1,593,686
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②【中間損益計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　2021年３月21日
　至　2021年９月20日)

当中間会計期間
(自　2022年３月21日
　至　2022年９月20日)

売上高 225,371 238,869

売上原価 179,651 190,170

売上総利益 45,720 48,699

販売費及び一般管理費 31,444 31,155

営業利益 14,275 17,544

営業外収益 ※２ 4,832 ※２ 4,730

営業外費用 ※３ 1,094 ※３ 807

経常利益 18,013 21,467

税引前中間純利益 18,013 21,467

法人税、住民税及び事業税 1,270 1,270

法人税等調整額 556 △80

法人税等合計 1,826 1,189

中間純利益 16,187 20,278
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　2021年３月21日　至　2021年９月20日）

      (単位：千円)  

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計 
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益剰
余金

利益剰余金合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 1,029,200 1,029,200 266,268 266,268 △26,346 1,369,122 1,369,122

当中間期変動額         

剰余金の配当    △270 △270  △270 △270

中間純利益    16,187 16,187  16,187 16,187

当中間期変動額合計 － － － 15,916 15,916 － 15,916 15,916

当中間期末残高 100,000 1,029,200 1,029,200 282,185 282,185 △26,346 1,385,039 1,385,039

 

 

 

 

当中間会計期間（自　2022年３月21日　至　2022年９月20日）

      (単位：千円)  

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計 
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益剰
余金

利益剰余金合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 100,000 1,029,200 1,029,200 273,329 273,329 △26,346 1,376,184 1,376,184

当中間期変動額         

剰余金の配当    △270 △270  △270 △270

中間純利益    20,278 20,278  20,278 20,278

当中間期変動額合計 － － － 20,007 20,007 － 20,007 20,007

当中間期末残高 100,000 1,029,200 1,029,200 293,337 293,337 △26,346 1,396,192 1,396,192
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前中間会計期間

(自　2021年３月21日
　至　2021年９月20日)

当中間会計期間
(自　2022年３月21日
　至　2022年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 18,013 21,467

減価償却費 12,742 11,220

貸倒引当金の増減額（△は減少） 385 580

賞与引当金の増減額（△は減少） 318 473

受取利息及び受取配当金 △638 △670

支払利息 1,010 807

売上債権の増減額（△は増加） △5,142 △1,490

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,450 △1,552

その他の流動資産の増減額（△は増加） 5,377 5,163

その他の固定資産の増減額（△は増加） △1,656 240

仕入債務の増減額（△は減少） 2,084 △173

その他の流動負債の増減額（△は減少） 21,720 23,805

その他の固定負債の増減額（△は減少） △3 △412

小計 52,759 59,458

利息及び配当金の受取額 622 645

利息の支払額 △1,010 △807

法人税等の支払額 △2,540 △2,540

営業活動によるキャッシュ・フロー 49,832 56,756

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,483 △4,071

短期貸付けによる支出 △27,124 △44,183

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,607 △48,255

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △265 △266

リース債務の返済による支出 △6,658 △6,934

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,923 △7,200

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 12,300 1,300

現金及び現金同等物の期首残高 7,804 8,119

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 20,105 ※１ 9,420
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1）棚卸資産

　　商品・貯蔵品

最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算定）

を採用しております。

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　７～38年

構築物　３～75年

(2）無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

　　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用し

ております。

(3）長期前払費用

　均等償却しております。

(4）リース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法を採用しております。

３．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額の当中間会計期間負担額を計上しております。

(3）退職給付引当金

　従業員の退職給付の見込額に備えるため、当中間会計期間末における退職給付債務及び年金資産に基づき

計上しております（簡便法）。

　なお、当中間会計期間末において年金資産見込額が退職給付債務見込額を上回っているため、その差額を

投資その他の資産の「前払年金費用」に計上しております。

(4）役員退職慰労引当金

　役員への退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく中間会計期間末要支給額を計上しております。

４．収益及び費用の計上基準

　　約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込ま

れる金額で収益を認識しております。プレイ収入、レストラン収入等は顧客のゴルフ場利用又はレストラン

利用等を履行義務として認識し、顧客のゴルフ場利用又はレストラン利用等した時点で収益を認識しており

ます。年会費収入は、会員のゴルフ場の施設利用機会の提供を履行義務として認識し、対象となる中間会計

期間の経過に応じ、収益を認識しております。

５．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　中間キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可

能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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（会計方針の変更）

１．収益認識に関する会計基準等の適用

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当中間会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することと致しました。尚、当該会計方

針の変更による影響はありません。

また、収益認識会計基準第89－３項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度に係る「収益認識関係」

注記については記載しておりません。

 

２．時価の算定に関する会計基準の適用

　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を当中間会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することと致しました。尚、当中間財務諸表に与える影響は

ありません。

　　また、「金融商品関係」注記において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項等の注記を行う

ことと致しました。ただし、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府

令」（令和２年３月６日内閣府令第９号）附則第３条第２項により、経過的な取扱いに従って、当該注記のう

ち前事業年度に係るものについては記載しておりません。

 

 

 

 

（中間貸借対照表関係）

※１．有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（2022年３月20日）

当中間会計期間
（2022年９月20日）

1,104,227千円 1,113,784千円

 

（中間損益計算書関係）

　１．減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　2021年３月21日
至　2021年９月20日）

当中間会計期間
（自　2022年３月21日
至　2022年９月20日）

有形固定資産 10,724千円 9,556千円

無形固定資産 346千円 43千円

 

　※２．営業外収益のうち主要なもの

 
前中間会計期間

（自　2021年３月21日
至　2021年９月20日）

当中間会計期間
（自　2022年３月21日
至　2022年９月20日）

 受取利息 638千円 670千円

 

 

　※３．営業外費用のうち主要なもの

 
前中間会計期間

（自　2021年３月21日
至　2021年９月20日）

当中間会計期間
（自　2022年３月21日
至　2022年９月20日）

 支払利息 1,010千円 807千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　2021年３月21日　至　2021年９月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式 11,610 － － 11,610

優先株式 2,712 － － 2,712

合計 14,322 － － 14,322

自己株式     

優先株式 6 － － 6

合計 6 － － 6

 

　２．配当に関する事項

　　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2021年６月10日

定時株主総会

 

優先株式

 

270 100 2021年３月20日 2021年６月11日

 

当中間会計期間（自　2022年３月21日　至　2022年９月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株式
数（株）

当中間会計期間増加
株式数（株）

当中間会計期間減少
株式数（株）

当中間会計期間末株
式数（株）

発行済株式     

普通株式 11,610 － － 11,610

優先株式 2,712 － － 2,712

合計 14,322 － － 14,322

自己株式     

優先株式 6 － － 6

合計 6 － － 6

 

　２．配当に関する事項

　　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2022年６月９日

定時株主総会

 

優先株式

 

270 100 2022年３月20日 2022年６月10日
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

（自　2021年３月21日
至　2021年９月20日）

当中間会計期間
（自　2022年３月21日
至　2022年９月20日）

現金及び預金勘定 20,105千円 9,420千円

現金及び現金同等物 20,105千円 9,420千円
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（リース取引関係）

ファイナンス・リース取引（借主側）

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①リース資産の内容

有形固定資産

　草芝刈り機一式、熱源機器、獣外防護フェンス、液剤散布専用車、ホイールローダー、リールマスター、自動

精算機等であります。

②リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。
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（金融商品関係）

１.金融商品の時価等に関する事項

　中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、

市場価格のないものは含まれておりません。

前事業年度（2022年３月20日）

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

(1）リース債務 55,882 58,881 2,998

(2）長期未払金(１年以内返済予定長期未払金含む) 50,342 46,474 △3,868

　負債計 106,224 105,355 △869

（注）１．「売掛金」、「未払費用」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであ

　　　　　ることから、記載を省略しております。

　　　２．以下の金融商品は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上記

　　　　　に含めておりません。

区分 前事業年度(千円)

(1) 短期貸付金

(2) 差入保証金

510,663

248,065

(1）短期貸付金については、親会社への貸付金であり、貸付期間が確定していないため、将来キャッシュ・フロ

　ーを見積もることができません。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるものであるた

　め、時価の表示をしておりません。

(2）差入保証金については、市場価格がなく、かつ返済期限が確定していないため、将来キャッシュ・フローを

　見積もることができません。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるものであるため、時

　価の表示しておりません。

 

　当中間会計期間（2022年９月20日）

 
中間貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

(1）リース債務 51,897 53,923 2,025

(2）長期未払金(１年以内返済予定長期未払金含む) 49,936 44,751 △5,184

　負債計 101,834 98,675 △3,158

（注）１．「売掛金」、「未払費用」、「短期貸付金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に

　　　　　近似するものであることから、記載を省略しております。

　　　２．以下の金融商品は、市場価格がなく、かつ返済期限が確定していないことから将来キャッシュ・フロ

　　　　　ーを見積もることができないため、時価の表示をしておりません。当該金融商品の貸借対照表計上額

　　　　　は以下のとおりであります。

区分 当中間会計期間(千円)

差入保証金 248,065
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２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　　　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

　　に分類しております。

　　　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

　　　　　　　　　　　価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

　　　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

　　　　　　　　　　　定に係るインプットを用いて算定した時価

　　　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　　　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

　　　れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

時価で中間貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

当中間会計期間（2022年９月20日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

(1）リース債務 － 53,923 － 53,923

(2）長期未払金(１年以内返済予定長期未払金含む) － 44,751 － 44,751

　負債計 － 98,675 － 98,675

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

　　　　リース債務

　　　　　リース債務については、元利金の合計額を、同様の新規リース契約を行った場合に想定され

　　　　る利率で割り引いた現在価値により算定しております。

 

　　　　長期未払金

　　　　　長期未払金については親会社が新規借入を行った場合に想定される利率で割引計算しており

　　　　ます。
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（有価証券関係）

　前事業年度（2022年３月20日）及び当中間会計期間（2022年９月20日）

　　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　前事業年度（2022年３月20日）及び当中間会計期間（2022年９月20日）

　　当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　前中間会計期間（自2021年３月21日　至2021年９月20日）及び当中間会計期間（自2022年３月21日　至2022

年９月20日）

　　該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　　該当事項はありません。

 

（賃貸等不動産関係）

　前事業年度（2022年３月20日）及び当中間会計期間（2022年９月20日）

　　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

　前事業年度（2022年３月20日）及び当中間会計期間（2022年９月20日）

　　当社のゴルフ場土地の一部は、所有者より賃借しており、賃貸借契約によって原状回復義務が付帯されて

　おりますが、当該契約は自動継続であり、かつ、ゴルフ場以外の利用が見込み難いことから、契約解除となる

　蓋然性が極めて低いため、資産除去債務を計上しておりません。
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（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当中間会計期間（自　2022年３月21日　至　2022年９月20日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
プレイ

収入

レストラン

収入

練習場

収入

商品売上

収入

登録料

収入

年会費

収入

その他の

収入
合計

一時点で移転さ

れるサービス
150,697 51,651 1,584 10,932 4,950 － 183 219,999

一定の期間にわ

たり移転される

サービス

－ － － － － 18,870 － 18,870

顧客との契約か

ら生じる収益
150,697 51,651 1,584 10,932 4,950 18,870 183 238,869

 

２．収益を理解するための基礎となる情報

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は「（重要な会計方針）４．収益及び費用の計

上基準」に記載のとおりです。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当中間会期

　　間末において存在する顧客との契約から、当中間会計期間末日後に認識すると見込まれる収益の金額及び時

　　期に関する情報

 

　（１）契約負債の残高等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 当中間会計期間

顧客との契約から生じた債権（期首残高） －

顧客との契約から生じた債権（期末残高） －

契約負債（期首残高） －

契約負債（期末残高） 23,227

 

（２）残存履行義務に配分した取引価額

　　当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、残存履行義務に

　関する情報の記載を省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自2021年３月21日　至2021年９月20日）

当社は、ゴルフ場の運営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自2022年３月21日　至2022年９月20日）

当社は、ゴルフ場の運営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

【関連情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自2021年３月21日　至2021年９月20日）

１．製品及びサービスごとの情報

　ゴルフ場の運営事業の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載

を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略してお

ります。

 

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超える

ため、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

 

３．主要な顧客ごとの情報

　特定の顧客に対する売上高で中間損益計算書の売上高の10％以上を占めるものがないため、

記載を省略しております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自2022年３月21日　至2022年９月20日）

１．製品及びサービスごとの情報

　ゴルフ場の運営事業の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載

を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略してお

ります。

 

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超える

ため、地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

 

３．主要な顧客ごとの情報

　特定の顧客に対する売上高で中間損益計算書の売上高の10％以上を占めるものがないため、

記載を省略しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前中間会計期間（自2021年３月21日　至2021年９月20日）

　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自2022年３月21日　至2022年９月20日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間会計期間（自2021年３月21日　至2021年９月20日）

　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自2022年３月21日　至2022年９月20日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間会計期間（自2021年３月21日　至2021年９月20日）

　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自2022年３月21日　至2022年９月20日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前中間会計期間

（自　2021年３月21日
至　2021年９月20日）

当中間会計期間
（自　2022年３月21日
至　2022年９月20日）

１株当たり中間純利益 1,382.62円 1,734.98円

（算定上の基礎）   

中間純利益（千円） 16,187 20,278

普通株主に帰属しない金額（千円） 135 135

（うち累積的優先配当金）（千円） (135) (135)

普通株式に係る中間純利益（千円） 16,052 20,143

普通株式の期中平均株式数（株） 11,610 11,610

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

 
前事業年度

（2022年３月20日）
当中間会計期間

（2022年９月20日）

１株当たり純資産額 △679,114.19円 △677,390.86円

（算定上の基礎）   

純資産の部の合計額（千円） 1,376,184 1,396,192

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 9,260,700 9,260,700

（うち優先株式払込金額）（千円） (9,260,700) (9,260,700)

普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額

（千円）
△7,884,515 △7,864,507

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末

（期末）の普通株式の数（株）
11,610 11,610

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（２）【その他】

　　　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】
　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第36期）（自　2021年３月21日　至　2022年３月20日）2022年６月10日東海財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  2022年12月9日

株式会社京ヶ野ゴルフ倶楽部   

 

 取締役会　御中  

 

 大矢知公認会計士事務所  

 　愛知県名古屋市  

 

 
 

 
 公認会計士 大矢知　哲也

 

 
 

 
   

 

 

中間監査意見

私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会社京ヶ野

ゴルフ倶楽部の2022年３月21日から2023年３月20日までの第37期事業年度の中間会計期間（2022年３月21日から2022年９月20日

まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計

算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社

京ヶ野ゴルフ倶楽部の2022年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（2022年３月21日から2022年９

月20日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

中間監査意見の根拠

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準における私

の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私は、我が国における職業倫理に関する規定に従っ

て、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私は、中間監査の意見表明の基礎となる

十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な情報を表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要

がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判

断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場から中間財務諸表

に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、中間財務諸

表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応する中間監

査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見表明の基礎となる

十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省略され、監査人の判断
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により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に

必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・ 中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施

に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する内部統

制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事

項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企

業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の

前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事項に注意を喚起するこ

と、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対して除外事項付意見を表

明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠してい

るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引

や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備

を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 

利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 

 

以　　上

 
 

（注）１．上記の監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれていません。
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